
６

前
項
の
証
拠
説
明
書
は
、
拒
絶
査
定
不
服
審
判
に
つ
い
て
提
出
す
る
場
合
は
様
式
第
六
十
五
の
二
に
よ
り
、

そ
れ
以
外
の
場
合
は
様
式
第
六
十
五
の
三
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
三
項
の
証
拠
説
明
書
は
、拒
絶
査
定
不
服
審
判
に
つ
い
て
提
出
す
る
場
合
は
様
式
第
六
十
五
の
二
に
よ
り
、

そ
れ
以
外
の
場
合
は
様
式
第
六
十
五
の
三
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
二
項
の
写
し
若
し
く
は
図
面
、
第
三
項
の
図
面
若
し
く
は
説
明
書
又
は
第
五
項
の
証
拠
説
明
書
（
同
項
た

だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
も
の
を
除
く
。）が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該

電
磁
的
記
録
を
記
録
し
た
光
デ
ィ
ス
ク
（
第
一
項
の
電
磁
的
記
録
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
項
の
光
デ
ィ
ス

ク
）
を
も
つ
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
拒
絶
査
定
不
服
審
判
に
つ
い
て
提
出
す
る
場
合
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

第
二
項
の
写
し
若
し
く
は
図
面
、
第
三
項
の
証
拠
説
明
書
（
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
も
の

を
除
く
。）又
は
第
四
項
の
図
面
若
し
く
は
説
明
書
が
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の

知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報

処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
条
の
十
一
に
お
い
て
同
じ
。）で
作
成
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
情
報
を
記
録
し
た
光
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ

り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
み
、
特
許
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

を
も
つ
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、拒
絶
査
定
不
服
審
判
に
つ
い
て
提
出
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

（
証
拠
方
法
に
係
る
当
事
者
及
び
参
加
人
の
努
力
義
務
）

第
五
十
条
の
二

当
事
者
及
び
参
加
人
は
、
証
明
す
べ
き
事
実
に
照
ら
し
て
証
拠
方
法
が
必
要
か
つ
十
分
な
も
の

に
な
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

当
事
者
及
び
参
加
人
は
、
証
拠
方
法
が
文
書
又
は
電
磁
的
記
録
で
あ
つ
て
、
当
該
文
書
又
は
電
磁
的
記
録
中

に
証
明
す
べ
き
事
実
と
関
連
性
を
有
す
る
部
分
と
そ
れ
以
外
の
部
分
が
あ
る
と
き
は
、
文
書
の
記
載
又
は
電
磁

的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
か
ら
明
ら
か
な
場
合
を
除
き
、
当
該
文
書
の
写
し
又
は
当
該
電
磁
的
記
録

の
複
製
に
お
い
て
当
該
関
連
性
を
有
す
る
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
条
の
二
の
二

（
略
）

第
五
十
条
の
二

（
略
）

第
五
十
条
の
二
の
三

（
略
）

第
五
十
条
の
二
の
二

（
略
）

（
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る
口
頭
審
理
）

（
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る
口
頭
審
理
）

第
五
十
一
条
の
二

審
判
長
は
、
特
許
法
第
百
四
十
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
つ
て
同
条
第
三
項
の
期

日
に
お
け
る
手
続
を
行
う
と
き
は
、
当
該
手
続
に
必
要
な
装
置
、
通
話
先
の
場
所
そ
の
他
当
該
手
続
の
円
滑
な

進
行
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
一
条
の
二

審
判
長
は
、
特
許
法
第
百
四
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
つ
て
同
条
第
三
項
の
期

日
に
お
け
る
手
続
を
行
う
と
き
は
、
当
該
手
続
に
必
要
な
装
置
、
通
話
先
の
場
所
そ
の
他
当
該
手
続
の
円
滑
な

進
行
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
口
頭
審
理
に
お
け
る
陳
述
の
録
音
）

（
口
頭
審
理
に
お
け
る
陳
述
の
録
音
）

第
五
十
三
条

審
判
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
録
音
装
置
を
使
用

し
て
口
頭
審
理
に
お
け
る
陳
述
の
全
部
又
は
一
部
を
録
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
審

判
官
が
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
陳
述
の
録
音
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
を
反
訳
し
た
調
書
を
作

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
三
条

審
判
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
録
音
装
置
を
使
用

し
て
口
頭
審
理
に
お
け
る
陳
述
の
全
部
又
は
一
部
を
録
取
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
審

判
官
が
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
録
音
テ
ー
プ
を
反
訳
し
た
調
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
音
声
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る
通
訳
人
の
関
与
）

第
五
十
四
条
の
二

第
五
十
一
条
の
二
の
規
定
は
、
特
許
法
第
百
四
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
民

事
訴
訟
法
第
百
五
十
四
条
第
二
項
後
段
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
つ
て
通
訳
人
に
通
訳
を
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

（
新
設
）

（
口
頭
審
理
調
書
の
記
載
事
項
）

（
口
頭
審
理
調
書
の
記
載
事
項
）

第
五
十
五
条

（
略
）

第
五
十
五
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

特
許
法
第
百
四
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
民
事
訴
訟
法
第
百
六
十
条
第
三
項
の
異
議

が
述
べ
ら
れ
た
と
き
は
、
審
判
書
記
官
は
、
調
書
に
異
議
が
述
べ
ら
れ
た
旨
及
び
そ
の
内
容
を
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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